
孤
高
の
篆
刻
家

近
藤

尺
天

こ
ん
ど
う
せ
き
て
ん

近藤尺天（枚方市蔵）

没
後
60
年
矢
野
橋
村
展
関
連
企
画
（
主
催
：
枚
方
市
立
御
殿
山
生
涯
学
習
美
術
セ
ン
タ
ー
）

マ
ナ
ビ
ス
ト
講
座
：

も
っ
と
知
り
た
い
枚
方
ゆ
か
り
の
美
術
家
た
ち

講
演
「
近
藤
尺
天
と
浪
華
の
文
人
た
ち
」

知
ら
れ
ざ
る
枚
方
の
偉
人
・
篆
刻
家
近
藤
尺
天

申
込
：
令
和
７
年

５
月

３
日
10
時
～　
　
　
　

 

　

  

　

 

　
　
　

電
話
ま
た
は
窓
口
、
無
料

             

せ
い
あ

講
師
：

真
鍋
井
蛙
先
生

　
　
　

（
日
本
篆
刻
家
協
会
理
事
長
）

日
時
：
令
和
７
年

５
月

18
日(

日)

      　

  

13
時
～
14
時
30
分

会
場
：
御
殿
山
生
涯
学
習
美
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

2
階
ホ
ー
ル

　
近
藤
尺
天
（
一
八
五
七-

一
九
四
四
）
は
香
川
県
の
丸
亀
に

生
ま
れ
、
幼
少
の
こ
ろ
よ
り
漢
籍
に
親
し
み
ま
し
た
。
明
治
十

八
（
一
八
八
五
）
年
、
二
十
九
歳
の
時
に
大
阪
に
出
、
当
時
大

阪
文
壇
の
中
心
的
存
在
だ
っ
た
近
藤
南
州
、
藤
沢
南
岳
ら
と
交

流
し
、
漢
詩
結
社
「
逍
遥
遊
社
」
に
参
画
し
ま
す
。

　
尺
天
と
大
阪
美
術
学
校
と
の
関
わ
り
は
、
大
正
十
三
（
一
九
二

四
）
年
の
学
校
設
立
時
に
、
校
長
の
矢
野
橋
村
が
尺
天
を
名
誉
顧

問
と
し
て
迎
え
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
南
画
家
に
と
っ
て
漢
詩

や
書
の
素
養
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
同
校
で
は
学
生
た
ち
に
漢
詩
文

を
講
義
し
て
い
ま
す
。
尺
天
の
門
人
に
は
矢
野
橋
村
の
ほ
か
に
も

日
本
画
家
の
生
田
花
朝
女
、
菅
楯
彦
な
ど
が
い
ま
す
。

　
本
講
座
で
は
近
藤
尺
天
の
篆
刻
・
書
の
特
徴
や
、
尺
天
と
の
関

わ
り
の
深
い
文
人
た
ち
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

　
没
後
六
十
年 

矢
野
橋
村
展
も
併
せ
て
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。
近

藤
尺
天
の
書
と
印
章
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

【
講
師
略
歴
】

一
九
五
五
年
香
川
県
生
ま
れ
。
篆
刻
家
・
書
家
。

大
阪
府
立
三
国
丘
高
等
学
校
教
諭
の
ほ
か
、
奈

良
教
育
大
学
、
園
田
学
園
女
子
大
学
等
で
非
常

勤
講
師
を
務
め
た
。
二
〇
一
八
年
改
組 

新
第
５

回 

日
展
特
選
受
賞
、
二
〇
二
〇
年
堺
市
文
化
功

績
受
賞
（
芸
術
文
化
）、
二
〇
二
一
年
新
第
８
回

日
展
特
選
受
賞
等
。
著
書
に
『
は
じ
め
て
の
篆

刻
入
門
』（
淡
交
社
）、『
ウ
ル
ト
ラ
か
ん
た
ん
篆

刻
』（
芸
術
新
聞
社
）
ほ
か
多
数
。

出展：尾崎蒼石「篆刻家の足跡  近藤尺天」
（『金石書学』第十二号、藝文書院、2007）
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